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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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秋
に
な
る
と
最
低
賃
金
に
関
す
る
話
題
が
報
道
さ
れ

た
り
、
駅
な
ど
で
周
知
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
る
こ
と
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
毎
年
10
月
１
日
〜
中

旬
に
か
け
て
地
域
別
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
る
こ
と

に
起
因
し
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
時
点
で
は
、
時
間
額
（
時
給
）
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
法
の
第
一
条
に
は
目
的
と

し
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
法
律
は
、
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
に
つ
い
て
、

賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件

の
改
善
を
図
り
、
も
つ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、

労
働
力
の
質
的
向
上
及
び
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保

に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

傍
線
部
分
が
目
的
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
が
、

低
廉
な
労
働
者
に
該
当
し
な
い
賃
金
全
般
の
引
上
げ
も

目
的
に
含
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
最
低
賃
金
に
は
二
つ
の
種
類

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
地
域
別
最
低
賃
金
…
産
業
や
職
種
に
か
か
わ
り
な

く
、
都
道
府
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
。
各
都

道
府
県
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
改
定
さ
れ
る
。

②
特
定
最
低
賃
金
…
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
よ
り
も
金

額
水
準
の
高
い
最
低
賃
金
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と

認
め
る
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
た
最
低
賃

金
。
毎
年
は
改
定
さ
れ
な
い
。

①
と
②
の
関
係
性
で
す
が
、
両
者
を
比
較
し
て
み
て

高
い
方
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
２

０
２
３
年
10
月
時
点
で
は
、
①
東
京
１
１
１
３
円
に
対

し
て
、
②
東
京
・
鉄
鋼
業
８
７
１
円
の
た
め
、
①
１
１

１
３
円
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
②
は
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
社
が
特

定
産
業
に
属
す
る
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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最
低
賃
金
の
改
定
時
期
は
10
月
で
す
が
、
毎
年
８
月

〜
９
月
の
時
点
に
は
改
定
額
が
各
都
道
府
県
で
発
表
さ

れ
る
た
め
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
自
社
の
賃
金
が
改
定
後

の
最
低
賃
金
を
下
回
ら
な
い
か
確
認
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
賃
金
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
低
賃
金

を
下
回
る
と
そ
の
賃
金
は
最
低
賃
金
法
に
よ
り
無
効
と

な
り
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
低
賃
金
ま
で
の
差
額
の
支

「最低賃金」
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金
。
た
だ
し
、「
臨
時
の
賃
金
（
結
婚
手
当
等
）」、

「
賞
与
等
」、「
時
間
外
勤
務
手
当
」、「
休
日
出
勤
手

当
」、「
深
夜
勤
務
手
当
」、「
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手

当
・
家
族
手
当
」は
除
外

・
確
認
方
法
…
自
社
の
全
労
働
者
の
時
間
額
（
時
給
）

が
最
低
賃
金
未
満
と
な
ら
な
い
か
を
確
認
。
日
給
制

の
場
合
は
１
日
の
所
定
労
働
時
間
、
月
給
制
の
場
合

は
月
平
均
所
定
労
働
時
間
で
割
っ
て
時
間
額
を
算
出

し
た
う
え
で
比
較

・
賃
金
見
直
し
方
法
…
最
低
賃
金
未
満
の
労
働
者
の
時

間
額
を
最
低
賃
金
以
上
に
設
定
。
ほ
か
の
労
働
者
も

あ
わ
せ
て
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
を
検
討

最
低
賃
金
は
時
間
給
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
月
給

処
遇
者
の
確
認
を
疎お

ろ
そ

か
に
し
が
ち
で
す
。
特
に
、一定
期
間

昇
給
を
し
て
い
な
い
正
社
員
や
、
定
年
前
よ
り
も
一
定
程

度
給
与
を
引
き
下
げ
ら
れ
た
再
雇
用
者
に
つ
い
て
は
、
時

間
給
を
算
定
し
て
み
る
と
最
低
賃
金
未
満
で
あ
る
ケ
ー
ス

が
実
際
に
み
ら
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
※3
に
わ

か
り
や
す
く
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参

照
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
域
別
最
低
賃
金
と
特
定
最

低
賃
金
の
一
覧
も
こ
ち
ら
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
３
年
10
月
の
改
定
で
は
、
全
国
加
重
平
均

額
が
１
０
０
４
円
と
な
り
初
め
て
１
０
０
０
円
を
超

え
た
と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
図
表
の
通
り

最
低
賃
金
は
毎
年
右
肩
上
が
り
で
、
前
年
に
対
す
る

上
昇
額
も
こ
こ
10
年
は
20
円
〜
30
円
程
度
で
推
移
し

て
い
た
も
の
が
、
本
年
は
43
円
の
上
昇
額
で
し
た
※4
。

地
域
別
最
低
賃
金
は
、
地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生

計
費
や
賃
金
、
通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力
を

考
慮
し
て
、
最
低
賃
金
審
議
会
の
議
論
・
答
申
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
議
事
録
を
み
る
と
、

近
年
の
物
価
の
上
昇
や
景
況
感
、
賃
金
上
昇
に
お
け

る
国
際
比
較
や
人
手
不
足
な
ど
の
社
会
的
な
課
題
な

ど
を
含
め
て
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
が
今
後
も
大
き
く
変
わ
る
想
定
が
し
に
く
い
点
や
、

岸
田
首
相
が
２
０
２
３
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
新

し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
」
で
〝
２
０
３
０
年
代
半

ば
ま
で
に
全
国
加
重
平
均
で
１
５
０
０
円
を
目
ざ
す
〞

と
明
言
し
て
い
る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
も

同
等
以
上
の
上
昇
額
で
上
昇
す
る
こ
と
が
容
易
に
想

定
さ
れ
ま
す
。

企
業
側
の
立
場
に
な
る
と
、
最
低
賃
金
の
大
幅
上
昇

は
経
営
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
な
た
め
、
対

応
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
基
盤
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
回
は
、「
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

※１　特定最低賃金を下回る場合は、労働基準法により 30 万円以下の罰金
※２　精神または身体の障害により著しく労働能力の低い方など、使用者が都道府県労働局長の許可を得ることを条件に、特例が認められる場合がある
※ 3　https://pc.saiteichingin.info/point/page_point_what.html
※ 4　2020 年は、新型コロナウイルス感染症による景況の悪化などを背景に、全国加重平均は１円上昇

払
い
、
50
万
円
以
下
の
罰
金
が
求
め
ら
れ
ま
す
※１
。こ

の
ほ
か
、
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
や
流
出
、

採
用
難
な
ど
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

確
認
を
行
う
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
必
ず
押
さ
え
る

べ
き
基
本
的
な
点
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

・
適
用
範
囲
…
す
べ
て
の
労
働
者
。
正
社
員
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
嘱
託
等
の
雇
用
形
態
や
呼
称
に

か
か
わ
ら
ず
適
用
※２

・
適
用
都
道
府
県
…
労
働
者
が
実
際
に
働
い
て
い
る
事

業
場
が
あ
る
都
道
府
県
。
派
遣
労
働
者
の
場
合
は
派

遣
先
の
都
道
府
県

・
対
象
と
な
る
賃
金
…
毎
月
支
払
わ
れ
る
基
本
的
な
賃
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※  厚生労働省「平成 14年度から令和５年度までの地域別最低賃金改定
状況」を基に筆者作成

図表　 最低賃金（地域別最低賃金 全国加重平均額・時間額 2013年～2023年） 


